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あらまし：本稿では，遠隔授業として開講したリテラシー科目の課題取り組み状況と到達度を「学力指標」

と「学習者特性」の観点から分析した．4 つの学力区分（学習言語としての日本語力のレベル）と 8 タイ

プの学習者特性の組み合わせから検討することで，学び方の個人差を見取り適切な支援を考えるための視

点を得た． 
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1. 背景 

2019 年来のパンデミック下の影響で，学校教育の

現場では遠隔授業が積極的に取り入れられるように

なった．文部科学省は「遠隔授業により実施する授

業科目において修得する単位に係る上限等の取扱い」

において，遠隔授業の範囲を「大学設置基準第 32 条
第５項等の規定により卒業要件として修得すべき単

位のうち 60 単位を上限」としている．加えて，面接

授業と遠隔授業を組み合わせた科目で，遠隔授業の

時数が半数を超えない範囲で行われるものは面接授

業の科目として取り扱うこととしている(1)． 
このような緩和とともに，インターネット環境の

充実，学生側の端末機器の多様化によって遠隔授業

の学習効果を最適化するための取り組みの重要性が

増している． 
 

2. 分析対象科目の位置づけ 
 本研究では遠隔授業で実施したリテラシー科目の

履修者を分析対象とした．本科目は日本工業大学１

年生の必須科目「情報リテラシー」であり，学生が

これからの社会で必要な情報通信技術を修得し，情

報技術に関わる倫理観，モラルを身につけることを

目的としている． 
本科目の授業展開は，まず教員が授業の解説スラ

イドと動画，および課題を用意しインターネットを

通じて配布する．つぎに各学生は自分のペースでこ

れらを学修して課題に取り組む．質問がある学生は，

Email または対面で連絡をとる．教員は提出された

課題についてコメントでフィードバックしていく． 
 
3. 遠隔授業の課題 
学習者の学びは多様であり，学習者一人ひとりに

とってのよりよい学びとは，教育する側にとって大

きな課題である．語学教育を例に挙げれば 1960 年代

ではオーディオリンガルメソッドと言われ，一教室

50 人で大きな声で，文型などはコーラスしていた．

その後，認知科学の進歩により学習心理学の知見な

どから，学習者とのインターアクションを重視した

授 業 に 大 き く変わ り ， 学 習 者中心主義，

learner-centered learning というアプローチに重きが

置かれ，active learning などの教室活動が取り入れら

れた．このように面接授業では学習者の活動・認知

などに応じた教育が取り入れられている． 
遠隔授業では，学習者同士の協同学習や学習者か

らの質問などの双方向性が失われる，ということが

危惧されている． 
「遠隔授業の特徴とメリット・デメリット」（2）で

は，教材提示型・オンデマンド型の個別最適な学び

がメリットとされるが，一方で，学習者の個人差が

大きい，即時性に欠けるという点がデメリットとし

て指摘されている．そこで本稿では，学習者の個人

差を，学力指標と学習者特性という点から分析し，

遠隔授業に課題を抱える要因を検討する． 
 
4. 学力指標としての「日本語 IRTテスト」 
日本語 IRT テスト(3)は，当時大学入試センター教

授の小野博らが 30 万人の予備調査を経て開発した

テストであり，日本語による教科理解を，学習言語

である日本語力として測るものである．テストは項

目応答理論に基づいた CAT(Computerized Adaptive 
Testing)により実施されている．試験時間は 40 分程

度と簡便である． 
本テストの結果はスコアと学力区分（中等教育）

で示され，当該学年の教科学習に十分な学習言語力

を備えていると診断される．小野・林部により基礎

調査がなされ(4)，現在 NHKエデュケーショナルによ

って実施されている． 
学力区分は中学 3 年生以下，高校 1 年生，高校 2
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年生，高校 3 年生以上という 4 つがあり，大学での

教育に十分ついていくのは高校生以上であるとされ

ている． 
 

5. 学習者特性 
「学習者特性」の調査は，全て学習者自身の自己

理解に基づいて実施される．質問紙の各質問項目に

回答することで，当人の学習者としての特性が判断

される．本稿で用いた学習者特性は，学習動機・学

習観と精神的回復力の尺度(5)(6)を用いて，全ての質問

紙の81の質問項目の相関から3因子を抽出したもの

である．これらの 3因子は「考えようとする力」，「行

動しようとする力」「認められたい力」と名づけられ

ている (7) ． 
これらの 3 因子の全体群との比較から，順に

High/Low で 8 つのタイプに学習者特性を分類する． 
LLL,HLL,LHL,HHL,LLH,HLH,LHH,HHH という表

記になる．LLL は全ての因子が相対的に低いという

ことを意味する．しかし，これらの因子は高いこと

が必ずしもいいということではない．特徴的な特性

としては，LLH のように，考えようとあまりしなく，

行動しようとあまり思わないが，周りに認められた

いというタイプは，基礎的な学力が十分ではないと

修学が難しいことは容易に想像できよう． 
 

6. 受講状況の分析 
遠隔授業であるリテラシー科目の全履修者のうち，

協力が得られた 451 人についての分析を行った． 
451名のうち 439名が学期末の成績評価で 60点以

上を取っている．11 名が 59 点以下であり，3 人が

50点台，その他の 8名がそれ以下の得点であった． 
451 名の 8 タイプに分類した学習者特性の，タイ

プごとの人数は表 1 のとおりである．なお，LHL が

特に少ないが，「考えようとあまりしない，認められ

たいとあまり思わない，行動しようとする」という

LHL は，例年非常に少ない人数である． 
 

表 1 履修者の学習者特性 
タイプ 人数 タイプ 人数 
HHH 80名 LHH 23名 
HHL 18名 LHL 3名 
HLH 78名 LLH 181名 
HLL 16名 LLL 52名 

 
学期末の成績評価が50点未満の8人を学習者特性

のタイプから見ると，LLH が 5名，LLL が 2名（日

本語 IRT は中学 3 年レベル 1名と未受験 1名），HLH
が 1名（高校３年以上）であった． 
一方，全ての因子が相対的に低い LLL52名を見る

と，49名は学期末の成績評価が 60点以上であった．

また，LLL52名のうち，日本語力が高校１年以上の

学習者は全員 60点以上となっている．中学 3 年以下

では 6 人中 1 人のみが 60点以上となった． 
次に LLL で 60点以上であった 49名を対象に，自

学自習の要素が大きい課題を取り上げて分析した．

それ以外の課題は，文章を読んで選択肢から内容理

解の正答を選ぶものが多い． 
自学自習の課題は，何をするかのマニュアルを読

んで自分で試行錯誤する課題である．49名中，当該

課題が完全にできた 5名を除き，41名には，8 つの

課題のいずれかでのつまずきが見られた．41名の日

本語 IRT による学力区分の内訳は表 2 のとおりであ

る．全て LLL を対象としている． 
 
表 2 つまずきが見られた学習者の学力区分 

学力区分 人数 

中学 3 年生 5名 
(内 1名は中学１年生以下） 

高校 1 年生 10名 
高校 2 年生 7名 
高校 3 年生以上 14名 
未受験 5名 

 
7. おわりに 
これらのことから，多くのことはまだ言えない．

しかし，学習者特性と学力指標の関係から早めにど

のような支援を行うことが適切か，今後検討できる

と考えている． 
本科目は遠隔授業として今年度も続けているが，

同時にチュートリアル教室を設定し，学生が毎時限，

対面で取り組むことも選択できるようにしている．

このことで，学習成果に変化があるかは今後の課題

である． 
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